
認 定 書

国 住 指 第 4104号
平成 26年 3月 14日

旭化成建材株式会社

代表取締役 前田 富弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第ノ(号並びに同法施行令第 108条

第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1。 認定番号

PC030BE-3181

2.認定をした構造方法等の名称

フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・セメント板表張/
せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容

別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。
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(別添)

1。 構造名

フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・セメント板表張/せつこうボー ド裏張/
木製軸組造外壁

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :mm)

3.材料構成

(1)主構成材料 (寸法単位 :mm)

つづく

項  目 申 請 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁 厚 135以上

壁の構造 真壁又は大壁

項 目 申 請 仕 様

柱(荷重支持部ホオ) 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材(JAS)

(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号 に規定する構造用集成材(JAS)

(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号 に規定する単板積層材(JAS)

(4)平成 12年建設省告示第 1452号 に規定する無等級材
・寸法 :105× 105の 断面寸法以上

・間隔 :4000以下
。比重 :0.37(± 0.04)以上

(別添-1)



つづき

項 目 申 請 仕 様

外装材 [1]基オオ               
Ⅲ …

窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)

・規格 :ЛS A 5422
・組成(質量%):           

｀

けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維

有機質混和材
無機質混和材

65～ 86

1～ 13

0年4

14未満

27未満

ただし、有機質繊維と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例
。繊維質原料  ｀

。有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガラス繊維、ロックウール繊維等

o混和材
・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、綾水剤等
・無機質 :パーライ ト、炭酸カルシウム、マイカ等

[21表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装
(2)ア クリル村脂系塗装
(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装
(4)フ ッ素樹脂系塗装
(5)エポキシ樹脂系塗装
(6)無機質系塗装        

´

・塗布量 :200g/ポ以下 (有機固形分)

[3]か さ比重
1.1(■0.2) (絶 乾)

っづく

傷可添-2)



っづき

項  目 申 請 仕 様

外装材

(つづき)

141形状

(1)寸法

②端部形状

サイディング相互の重なりと隙間 斗隙間
重なり

③断面形状

※中空の形状
a

d t

C e

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 9以下 t以下

ただし、厚さ 18を超える場合、厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[d留め方

金具留め (外装材留金具による)

厚  さ
幅 長 さ

最 小 最 大 最 ノJヽ 最 大

15～26 303 455 910 3640

厚  さ 重なり 隙 間

15-26 6以上 3以下

厚  さ 模様深さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15～26 最小厚さ

11以 上 を

確保

11以下 (ただし、板厚 15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率 とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増 した分

だけ、 dの中空部の高さを増

し中空率をあげることができ

る。)

つづく

(別添 -3)



つづき

(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様
(つ繊維強化セメント板
・規格 :ЛSA 5430
。厚さ :9以上

(2)木質系セメント板 (木毛セメント板、木片セメント板)

・規格 :ЛSA 5404
・厚さ :9以上

(3)パルプセメント板
・規格 :ЛSA5414
。厚さ :9以上

(4)パルプけい酸質混入セメント板
・規格 :国土交通大臣認定不燃材料QM‐0457
・厚さ :9以上

(D繊維強化セメント板
・規格 :国土交通大臣認定不燃材料 NM‐8576
・厚さ :9以上

(6)パルプ混入けい酸カルシタム板
・規格 :国土交通大臣認定不燃材料NM‐2601
・厚さ :9以上

(7)繊維混入スラグせつこう板
・国土交通大臣認定不卿 料斗NM-0834

セメン ト

さ:9

構造用面材

断熱パネル

・寸法 :20× 65の断面寸法以上

(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合、27×65の断面寸法以 Ll

・間隔 :500以下

・寸法 :20× 65の断面寸法以上

4000

材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)鋤
(2)合板
(3)集成材
(4)単板積層材

[2]パネル縦枠材
材料 :(1)～(41の うち、いずれか一仕様
(1)効
②合板
(0集成材
(4)単板積層材

・寸法 :20× 65の断面寸法以上
。間隔 :4000以下

団パネル横枠材
材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様

(1)家

"オ(2)合板
(3)鋤
(4)単板積層材

(別添 -4)
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っづき

項 目 申 請 仕 様

断熱パネル

(つづき)

141パネル充てん用断熱材

材料 :フ ェノールフォーム保温板
・規格 :ЛSA 9511
・形状 :平板

・厚さ :25(± 2)以上(ただし、柱断面寸法以下)

・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布

・使用量 :10～ 60g/ポ                   十

(2)ポ リプロピレン系不織布

・使用量 :10～ 60g/ポ

(3)ポ リエチレンカ日工紙

・使用量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアルミニウムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アル ミニウムは

く 。ガラス繊維複合締

(6)な し

[5]パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用留付材

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.75以上×L50以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L50以上

内装材 材料 :(1)又は(めのいずれか一仕様

(1)せっこうボー ド

・規格 :」IS A 6901 GB‐R
・厚 さ :9.5以 上

(2)強化せ っこうボー ド

・斯酷件:JIS A 6901 GB‐ F
。厚 さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テ ーパー

3)ベベル

(別添-5)



(2)副構成材料 (寸法単位 :mm)
項  目 申 請 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様

(D製材

(2)合板      ・

(3)集成材

(4涛効峠摺材
・断面寸法 :15× 30の断面寸法以上
。間隔 :500以下

防水紙

防湿気密フィルム

徘ダツデ7留菫ル惟
ず`れ々ヽ―作L様

|

・規格 :」IS A 6005
。単位面積質量の呼び :430以 下

(2)透湿防水シー ト              I
。規格 :JISA 6111
・厚 さ :0。2以下
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様 ´

1)ポ リエチ レン系
2)ポ ジエステル系
3)ポ リプロピレン系

・表面アルミニウム蒸着仕上げ :1)又は2)のいずだか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

ノ

材料 :(1)ん (4)の うち、いずれか一仕様

(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :」IS A 6930
・厚 さ :0。2以下 ｀

(2)包装用ポ リエチ レンフィルム
・規格 :JIS Z 1702
・厚 さ :0.2以 下

(3)農業用ポ リエチ レンフィルム
・規格 :ЛS K 6781
・厚 さ :0.2以 下

(4)な し

つづく
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つづき

項 目 申 請 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、(1)と (9の併用又は(5)の うち、いずれか一

仕様                                生

(1)シージング材
・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂

・使用量 :56g/m以上

(2)バ ックアップ材      
｀

・材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系樹脂
2)ポ リスチレン系樹脂
3)ポ リウレタン系樹脂
4)ポ リプロピレン系樹脂
め塩化ビニル系樹脂

。使用量 :2g/m以上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様

1)溶融亜鉛めつき鋼板(JIS G 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(ЛS G 3312)
3)溶融亜鉛‐50/0ア ルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛

‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(ЛS G 3318)
5)溶品虫55%ア ルミニウムー亜鉛合金めつき鋼板(ЛS G 3321)
6)塗装溶融 55%アル ミニウム‐亜鉛合金めつき鋼板(ЛS G 3322)
7)ポ リ塩化 ビニル被覆金属板(ЛS K 6744)
8)熱間圧延ステンレス鋼板(JIS G 4304)
9)冷問圧延ステンレス鋼板(」IS G 4305)              .
10)溶融亜鉛‐アルミニウムいマグネシウム合金めっき鋼板

(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL-0064号
,

0065号市0069号 ,0070号 r)

・厚さ :0.25以 上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うちいずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
・厚さ :0.25以 上

(5)な し

内装目地材 材料 :(1)、 (2)又は(2)と ③ の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せつこうボー ド用目地処理材
。使用量 :100g/m以上

(3)ジ ョイン トテープ

・材質 :ガラスファイバエテエプ

・ 十ヽお兵:ll呂 50、  アヌさ 0。 15～ 0。20

G可添-7)
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っづき

項 目 申 請 仕 様

留付材 [1]外装材留金具
・材質 :(1)～ (10)の うち、いずれか一仕様

(1)溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めつき鋼板(」IS G 3312)

(3)溶融亜鉛‐5%アル ミニウム合金めっき鋼板(Л S G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛‐5%ア ルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3318)
(5)溶融 55%アル ミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(Л S G 3321)
(6)塗装溶融 550/0ア ル ミユウム‐亜鉛合金めっき鋼板(ЛS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(Л S K 6744)

(8)熱問圧延ステンレス鋼板(JIS G 4304)

(9)冷 問圧延ステンレス鋼板(JIS G 4305)
(10)溶融亜鉛‐アル ミニウム‐マグネシウム合金めつき鋼板

(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL‐ 0064号,0065号
0069号,0070号 )

。形状 :

f

d

b=bl十 bゼ

単

O

a=attt aを 、b=bi十 bタ

f

d

h

単

w:幅 40以上                  ,
h:高さ 40以上

w tt h:幅 と高さの合計 90以上

t:鋼板の厚さ 0.8以上

a:上部ツメの幅 15.8以 上

b:下部ツメの幅 14.0以 上

c:上部ツメの長さ 4.2以上

d:下部ンメの長さ 4.6以上

e:上部ツメの掛かり高さ4.0以 上

f:下部ツメの掛かり高さ4.2以 上

上部と下部のツメの総掛かり面積 175mm2以上[(a× e)十 (b× f)]

留付間隔 :横方向 500以下

高さ方向 外装材の幅による

121外装材留金具固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくざ
。材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

Ｏ

ａ

Ｏ

ａ

(別添 -8)
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っづき

項 目 申 請 仕 様

留付材

(つづき)

② リングくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(3)タ ンピンねじ
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

。留付間隔 :500以下

[3]胴縁固定用 (通気月同縁・下地月同縁)

材料 :(1)又は(2)の いずれカー 仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上

(2)ビス
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

。留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用

材料 :(1)又は(2)の いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス錮
・寸法 :φ 3.05以上×L65以上

(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス却
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L65以上

・留付間隔 :300以下

[5]内装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)せっこうボー ド用くぎ
・規格 :」IS A 5508
・寸法 : φ2.34以 上×L31.8以上

(2)十宇穴付木ねじ
・規格 :」IS B ll12
・呼び寸法 :φ 3.1以 上×L25以上

(3)ド リジングタッピンねじ
。規格 :」IS B l125
・呼び寸法 :φ 3.0以 上×L25以上

(4)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(5)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25必上

・留付間隔 :200以下

9可添-9)
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つづき

項 目 申 請 仕 様

留付材

(つづき)

[6]構造用面材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか下仕様

(1)く ぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.15以上×L38以上

(2)ビス
「。材質 :鋼又はステンレス錮
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[7]断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上

(2)(片面 。両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

・使用量 :200g/ポ以下
(3)アルミニウムはく付き粘着テープ

・材質 :1)～3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リ三ステル系
3)ポ リプロピレン系

。使用量 :200g/ポ以下

(4)ス プレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/ポ以下  ′

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様

1)エ ポキシ系樹脂        I
2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)ア クリルウレタン系樹脂

5)ポ リウレタン系樹脂

6)変成シリコエン系樹脂

7)EVA系樹脂
・使用量 :180g/ポ以下

(0ステープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :肩幅 9.6以上、足長 10以上

(7)な し

(別添 -10)
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シール材

留付材
(つづき)

[8]防水紙 。防湿気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様

(1)ス テープル
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :幅 9.6以上、足長 10以上

(2)(片 面 。両面)粘着テープ
。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

=使用量 :200g/ポ以下  ｀

(3)ア ルミニウムはく付き粘着テープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ポ リエチレン系
2)ポ ジエステル系
3)ポ ジプロピレン系

・使用量 :200g/だ以下
(4)ス プレーのり

。材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 :100g/だ以下

(5)な し

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片 面・両面)粘着テープ

。材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)ア クリル系
4)ア スファル ト系
5)ポ リエテレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

。使用量 :115g/m以下
(2)ア ル ミニウムはく付き粘着テープ

・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプコピレン系

・使用量 :■5g/m以下
(3)シール材

。材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリルウレタン系村脂
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹月旨
6)変成シリコーン系樹脂

。使用量 :100g/m以下
(4)軟質ウレタン粘着シール

・材質 ポリウレタン系
。厚さ 5.0以 下
・使用量 100g/m以 下

(5)な し

9可添―■)



4.構造説明図

図 1｀8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

う側以下

500以下

`00以
下

ンール材

桟

内義材

防洩気盛フィルム

パネル充てん用断熱材

留付射(外機材轡金長)

防湿気脅フィルム麹定用)

透視図

図 1構造説明図

(寸法単位 :mm)

第土合

髪駆

米水切

※田I値対象外

(別添-12)



樫付材lい俸回定用)

瀬気婦轟

(′ (ネ ル枠材回足用)

防水紙

内襲日地材

水平断面図

鉛直断面図

図 2構造説明図

留付初

留付材 (外機材留金具〕

柄造用薗材

パネ,♭充てん用
断贈材

留付材 (植造用画材固定用)

留付材 (内 装柄固定用〕

′くネル売てん用曹i熱材

防湿鈍菌フィルム

外確目地材

,陰材

′蛛 ,レ,al材

イルム

留付材 (外鉄材留金巣回驚用)

留付材い錦 回起用)

(別添 -13)



(2)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

S00以下

500以下

500以下

パネル職梓材

防湿気密フイルム

パネル売て

・防理気密フイルム画虐用)

ミ土台

弦基礎

透視図

図 3構造説明図

(寸法単位 :mm)

外装材

髪水切

莱評価対象タト

傷可添-14)



留付材(購織臼鷹用〕

シー,レ精

滋婦 除

留付精

(rヾネ,レ枠材固定用)

外叢目地材

外裳材

留付材 (夕 l業材留命典回府用)

留付材('卜裳材留金具)

防水紙

水平断面図

飴`直断画図

図 4構造説明図

柄造用固材

′(ネル角てん用

断熱材

留付材郎曲用画材口定用)

留付材(内漫材口足用)

内装材

′ヽネル茄てん用断熱材

防爆無書フイルム

パネザレ戦消ォ

イルム

密付材

(別添-15)



(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

S00以下

5い以下

ちlXl以下

j00Ⅸ下

内装材

防逓鈍臀フィルム

パネル充て

留付材(外黎材留金具)

,妨理気密フィルム固定用)

※土台

図 5構造説明図

(寸法単位 :mm)

外装材

タト義目地材

※水切

輩評価対象外

透視図

/

(別添-16)



外裟園地材

,l秩材

留付材 (外機材留金発固庄用)

留付材(外機材留金良)

留ll材 (V〈ネル納 固定用

'

内袋目地材

留付材 (外装精留金具固定鳳〕

留付村 l轟録固定用)

留付材('ホ叢材智金具)

留付材{精澄用画材口慮用

'防本紙

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 6構造説明図

構造臓画材

パネlレ売てん用

断鷺材

留御X情瀬用画材箇電用)

留付材 (内 整材lコ 建用)

,(オ、ル嘉てん用91豫材

ィルム

(別添 -17)



(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、1斬熱材 :充てんのみ

う∽以下

51111以下

500以下

5110以 下 シール材

檎

防湿気密フィルム

留付材(外装材留金具,

(寸法単位 :mm)

外装材

土台

・防温気働フイルム固定用J

透視図

図 7構造説明図

※水切

※評価対象外/基礎

シ ー

(別添-18)



/ プ

打
`〕

留付材 l爾赫固建用)

題黛口構

留付材 0ヾネルt専 樹固定用)

外挨材

留l寸材 (タト禁精W金良固定用)

留付材 (外鑑打留金晃)

構造用画材

パネル猪てん用

断締材

留付材l,1機 材留金異固鶯用)

構驚用画材

速気出緞

フイルム

水平断画区l

鉛直断面図

図 8構造説明図

留付材的 画初口た用)

留付紺彿叢材固建用)

パネル充てん用断終材

"う

里気豊フィfレム

(別添-19)



5.施工方法等

<施工図>
図9に施工図を示す。

ａ

Υ

防

フ

防本儀

爾付付

権

水率断面囲

外織鶴地常

ルえてん轟断験帯

翠軒軒

凛天弁猟

Aネルえてん用断醇材

フィ丁多ム

⌒す伊蟻枠村

(寸法単位 :mm)

t外装犠曹金え〉

雲僚口難象夕併

蛤直断面階

充てん断熱のみの施工例

図 9 施工図

(別添 -20)



<パネル図>

パネ,

′くネル究て
断熱材

(寸法単位 :mm)

1)柱間隔500以下

パネル横枠材

2)柱間隔500超

下

月】面材

パネル機枠材

パネル売てん用断熱材

下

構,‐萱月署面材

′ヽネル充てん用断熱材

パネル縦粋材

構造用函

パネル縦

バネル縦材

ネル究てん用
鰈材

バネル縦粋材 パネル籟材

′く
断

(別添 -21)



(寸法単位 :mm)

3)柱間隔1000超

パネル機枠材

構造用画材

パ孝単ル縦枠材

パネル縦材

パネル充てん用
断熱材

パネル羅券オ
ミ籍遺婦函材継手部分)

パネル継構 (構逢用面材盤手部分)

13郊以下

構造用面材

パネル騒材 パネル充てん用断熱材パネル縦枠す材

(別添 -22)



4)柱 FF蜀 隔 15∞超

パネル模粋材

(寸法単位 :mm)

バネル経材
(構造用面材縦手部分)

構造用罰材

パネル縦枠材

′(ネル紅材

バネル充て為用
野子熱材

t995,共 ¬F

造用画材 アヽ
‐
ネメ1′ 簸ネす(構造躍麗材継手タ

パネル充てん漏斯熱材バネル継枠材 パネル縦材

(別添-23)



留
′`

付材 (パネ′
ネル縦材 u

レ縦材・統枠材 H横枠材 1琶l定 用)の 障l定方法と
縦粋材の欠き込みによる断熱材固定方法

パネル横枠村

6以下

バネザレ導髄枠材

(寸 法単位 :mm)

パネル尭てん欝l

断熱材

構造用

パ ネ

′くネル縦材

パネル充てん
断熱材

常rttt Fバネル縦材・継l,占材・横枠材麟定用)

′くネル械4な

構造用画材

断熱パネル断面詳細図
(パネル縦材 甕縦枠材の欠き込みによる断熱材固定方法)

下

A部詳細図

(別添 -24)



<施工手順>
(1)下地組等

(a)又 は(b)の いずれか一仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。

②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け
パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付ける。

③構造用面材の取付け

柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。

④断熱材の取付け
パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材ヾ横枠材間等に充てん

すると
(b)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。

この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用

留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。

②壁パネルを、柱,・ 梁・土台問等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみや しわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取 り付ける。

(3)シール材を貼る場合

断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保 した上で、防水紙仮固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け

目地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内装材の取付け
1内

装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。

(別添 -25)




